








1 研究目的 

 乳幼児保健指導は小児の健全育成の基礎である。そのために法律による健診が全国的に

実施されていて,その高い受診率と共に著しい成果をあげている。その他病院・診療所等の

小児科外来では育児相談や健康相談を行っているところが多く,地域での育児や小児の健

康に寄与している。さらに近年,各地の保育所を活用しての育児相談が行われるようにもな

った。 

 このような直接的な指導や相談の他に,電話による育児相談も普及してきたし,育児雑誌

やラジオ・テレビなどを通じて育児情報が直接家庭内に入り込む時代となった。 

 しかし一方ではそれらの指導や相談が適切に行われているかどうかということについて,

現状で尚検討しなければならない諸問題が多い。例えば指導や相談は医学の進歩や生活様

式・環境その他時代の変化をとらえて行わなければならないが,それらが必ずしも十分に理

解されないまま行われていることがあるからである。そこで今後,乳幼児保健指導や相談が

適切に行われるために,現在の問題点を把握した上で,指導や相談のあり方を検討する必要

がある。 

 本研究の目的は,主として保健所・区市町村等で実施の乳幼児健診に従事する医師・保健

婦,助産婦・栄養士・心理相談員等を対象とした乳幼児保健指導の手引書を作成することで

ある。 


